
社会資本総合整備計画（第４回変更）

滝尾中部地区の円滑な交通体系の形成と安全・安心なまちづくり

平 成 ２ ９ 年 ６ 月

大 分 県 大 分 市



社会資本総合整備計画 平成 ２９年６月２３日

1 滝尾中部地区の円滑な交通体系の形成と安全・安心なまちづくり

平成24年度　～　平成29年度　（6年間） 大分市

・「地域防災力・防犯力向上についての満足度」を52％（H23）から56％（H28）に向上
・「自動車交通についての満足度」を43％(H23)から55％(H28)に向上
・「地区内排水に対する満足度」を42％(H23)から60％(H28)に向上
・「防災防犯活動への参加者の割合」を1,303人(H23)から2,000人(H28)に向上

（H23当初） （H26末） 　　（H29末） ※中間目標は任意

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

1-A-1 大分市 直接 大分市 滝尾中部地区都市再生整備計画事業 道路環境整備等　140ha 540 別添1

合計 540

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

1-B-1 街路 一般 大分市 直接 大分市 街路整備　L=580m 大分市 1,130

合計 1,130

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度）事業内容

（面積等）
番号 事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

全体事業費

（百万円）

番号

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
0.0%

アンケート調査による避難所・避難通路についての満足度と歩行者空間についての満足度の総合の満足度を測定する。 52% 54% 56%

重点計画の該当計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標 　滝尾中部地区は、中心市街地の外縁部にあり、中心市街地や大分自動車道へのアクセス機能が高い住宅地である。通過交通の多さに比べ、地区内道路の整備率が低く、防災・防犯面での危険性が非常に高いことか

ら、以下の目標のもと、地区内の防災・防犯面の向上による安全、安心で快適な住環境づくりに努める。
　○災害、犯罪に強い市街地の形成　（防災、防犯性の向上）
　○円滑な交通体系の形成と交通安全性、歩行者の快適性の向上（交通体系の整備）
　○良好な住環境の整備・誘導（住環境の向上）

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

アンケート調査による自動車交通の利便性及び安全性に対する事業効果が期待できる片島、羽田東地区住民の満足度を測定する。 43% 49% 55%

アンケート調査による地区内排水についての事業効果が期待できる片島区住民の満足度を測定する。 42% 50% 60%

防災防犯活動への住民参加者数を測定する。 1,303人 1,600人 2,000人

要素となる事業名
(事業箇所）

全体事業費

（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

1,670 百万円 Ａ 540 百万円 Ｂ Ｄ 0 百万円

市町村名
事業実施期間（年度）

1,130 百万円 Ｃ 0 百万円

事業内容・規模等
(延長・面積等)

市町村名

大分市

交付対象事業

事業者

全体事業費

（百万円）

（都）片島松岡線整備

一体的に実施することにより期待される効果

事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容

骨格となる都市計画道路の整備により、地区内の交通ネットワークを形成し、安全・安心して生活できる住環境の形成を図る。

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



（単位：百万円）

H26 H27 H28 H29 H30

113.7 26.6 64.2 3.0

0 0 0 0

113.7 26.6 64.2 3.0

33.8 33.7 0 63.7

113.8 60.3 0.5 63.7

33.7 0 63.7 3.0

うち未契約繰越額
(g) 0.1 0 31.3 3.0

0 0 0 0

0.1% 0.0% 48.8% 4.5%

- -
工事に伴う支障物件の
移設に不測の日数を要
したため。

-

交付金の執行状況

配分額
(a)

計画別流用
増△減額

(b）

交付額
(c=a+b)

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載

前年度からの繰越額
(d)

支払済額
（e）

翌年度繰越額
(f)

不用額
(h=c+d-e-f)

未契約繰越+不用率
(h=(g+h)/(c+d))

未契約繰越+不用率が10％を超えている場合そ
の理由



（参考図面）

計画の名称 滝尾中部地区の円滑な交通体系の形成と安全・安心なまちづくり

計画の期間 平成24年度　～　平成29年度　（6年間） 大分市交付対象

基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業

凡例

1-Ａ-1 滝尾中部地区都市再生整備計画事業（140ha）

（都）片島松岡線整備（L=580m）



都市再生整備計画（第４回変更）

滝尾
た き お

中部
ち ゅ う ぶ

地区（第２期）

大分
おお いた

県　大分
おお いた

市

平成２９年６月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 140 ha

平成 24 年度　～ 平成 29 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成23年度 平成29年度

％ 平成23年度 平成29年度

％ 平成23年度 平成29年度

人 平成23年度 平成29年度

都道府県名 大分県 大分市 滝尾中部地区

計画期間 交付期間 29

大目標：防災、防犯のまちづくりによる、安全、安心で快適な住環境の形成
　目標１　災害、犯罪に強い市街地の形成　（防災、防犯性の向上）
　目標２　円滑な交通体系の形成と交通安全性、歩行者の快適性の向上（交通体系の整備）
　目標３　良好な住環境の整備・誘導（住環境の向上）

・本地区は中心市街地の外縁部にあり、中心市街地や大分自動車道へのアクセス機能が高い住宅地である。
・通過交通の多さに比べ、地区内道路は幅員が狭く歩道が未整備の箇所が多くみられる。
・地区整備の必要性が高いことから、土地区画整理事業の実施に向けて進められていた。
・しかしながら、平成15年度の「大分市中期財政見直し」により、財政再建の取り組みの中で公共事業の大幅な見直しが行なわれた。
・土地区画整理事業に代わり、経済的で効果的な整備を行うために、平成16年より地元と整備内容や整備手法について検討し、平成19年度より「まちづくり交付金」の導入により整備を行ってきた。
・５ヵ年の「まちづくり交付金の導入」により、地域の安全・安心・快適性は向上しつつある。
・しかしながら、３期計画の第１期が完了した段階であるため、今後も継続して地域の安心・安全のためのまちづくりを進めていく必要がある。

・地区内には、県内有数の児童・生徒数を誇る大規模小・中学校（滝尾小学校・滝尾中学校）が立地し、高齢者も多数居住している。
・平成19年度から「まちづくり交付金」を導入し、「防災、防犯のまちづくりによる、安全、安心で快適な住環境の形成」に向けて取り組んでおり、歩道整備や防犯灯設置などにより一定の成果があった。しかしながら、以下のような残された課題がある。

　○地区内の主要な歩行者動線となる道路において、歩道の未整備区間があるため、一部では歩行者の安全性が低く、引き続き歩行者空間の整備が必要
　○災害時には住民全員の迅速で的確な行動が必要であり、そのためには今後も地域住民の防災･防犯に対する意識の向上と、避難訓練等の継続的な取り組みが必要
　○地区の骨格となる都市計画道路片島松岡線は未整備状況であり、幹線道路がネットワーク化されていないことから、円滑な道路交通体系の形成のため早期整備が必要
　○地区内には、まだまだ緊急車両の進入が困難な狭隘道路、延焼の危険性が高い木造密集地がみられることから、今後も防災面の強化が必要
　○地区内には将来宅地化が進むと考えられる農地がみられ、今後もスプロール化する可能性があるため、計画的な公共施設の整備や「地区計画」等の検討が必要
　○近年、地区内では浸水被害は発生していないが、流末の排水不良については解消されておらず、水害対策が必要

■「大分市都市計画マスタープラン（H23.3策定）」
・滝尾地区を「安全・安心な市街地改善を図るため、住環境整備事業を推進する」として位置づけており、地区全体（140ha）で「既成市街地の改善による、安全で安心な都市基盤と快適な住環境の形成」を目的とした市街地整備を行う。
・都市計画道路や排水施設など都市の骨格となる都市基盤の整備と地域の防災･防犯活動を促進することにより、防災性、防犯性に優れた住環境の形成を図るとともに、生活道路や公園など既存施設の改善や周辺自然環境を積極的にまちづくりに活
用して快適性にも優れた住環境の形成を図り、人々が、「安全で安心して、住みたいと感じ、住むことを誇りと思うまちづくり」を行う。
・都市計画道路の事業スケジュールに合せて、住民の意向を反映しながら、地区中心部にある滝尾校区公民館を拠点に、南北方向の幹線道路を主とした地区中心部分の骨格的都市機能の整備を行う。
・今後も、都市計画道路の整備スケジュールに合せて、保育園・小学校・中学校が集中する地区西部の生活道路の整備や、豪雨時の浸水箇所が点在する地区東部の抜本的な雨水対策、都市計画道路とそれに連絡する地区内の生活道路の整備など
を継続して行うことにより、滝尾中部地区全体で住環境整備を図り、まちづくりの目標の達成を目指す予定である。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地域防災力・防犯力向上について
の満足度

ｱﾝｹｰﾄ調査による避難所・避難通路についての満足度と歩
行者空間についての満足度の総合の満足度

地域防災力・防犯力の向上を図ることにより、「避難所・避難通路につい
て」と「歩行者空間について」の総合の満足度が56％となる環境を目指す 52 56

自動車交通についての満足度
ｱﾝｹｰﾄ項目「自動車交通の利便性及び安全性」について、
事業効果が期待できる片島、羽田東地区住民の満足度

円滑な道路交通体系形成のため、地区内道路の整備等により、片島、羽
田東地区の自動車交通についての満足度が55％となる環境を目指す 43 55

地区内排水に対する満足度
ｱﾝｹｰﾄ項目「水路（排水施設）」について、事業効果が期待
できる片島地区住民の満足度

地区の浸水対策のため、道路整備にあわせた水路整備等の実施により、
片島地区の排水についての満足度が60％となる環境を目指す 42 60

防災防犯活動への参加者人数 目標年度における防災防犯活動への住民参加者数
地域防災力･防犯力の強化を図るため、地域の防災、防犯活動やイベント
への参加者数が２，０００人以上となることを目指す 1,303 2,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

目標１：災害、犯罪に強い市街地の形成　（防災、防犯性の向上）

○災害や犯罪に対して強い市街地を形成するため、緊急車両等も円滑にアクセスできる道路網の整備を行う。
○浸水被害への対策として、幹線排水路の整備や道路整備に伴う道路排水施設の改善、ポンプ場の整備促進など、排水機能の向上を図る。
○新たな避難路の指定、避難訓練や防災マップ等による住民への周知により防災面の強化を図る。
○地域の防災･防犯に関する組織の活動内容の充実（特化した災害に対する避難訓練等）や活発化により、より多くの住民が防災･防犯活動に参加する
環境を形成する。
○防災・防犯に関する地域リーダーの育成や地域コミュニティの醸成により、地域防災力･防犯力の向上を図る。
上記取り組みにより、防災･防犯に対する住民意識の向上と行動力をつけ、ハードとソフトの両面から総合的な地域防災力･防犯力の向上を図る。

■市道 羽田４号線（生活道路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 羽田片島２号線（片島公園前道路（北側）の整備）【道路/基幹事業】
■市道 羽田片島１号線（生活道路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 片島津守１号線（片島公園前道路下水（南側）の整備）【道路/基幹事業】

□まちづくりワークショップの開催（地域防災防犯活動支援）【まちづくり活動推進事業/提案事業】

目標２：円滑な交通体系の形成と交通安全性、歩行者の快適性の向上　（交通体系の整備）

○滝尾小中学校生徒の通学時の安全性を高めるため、通学路となる道路について歩道のカラー舗装による歩車分離の実施など、安全で連続性のある
歩行者空間の整備を図る。

■市道 羽田８号線（小学校進入路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 片島５号線（下郡滝尾線連絡道路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 加納滝尾中学校線（滝尾小学校前道路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 加納滝尾中学校線（滝尾中学校前道路の整備）【道路/基幹事業】
■市道 片島２号線（５差路交差点の整備）【道路/基幹事業】
■市道 片島１号線（片島１号線の整備）【道路/基幹事業】
　
□まちづくりワークショップの開催（地域防災防犯活動支援）【まちづくり活動推進事業/提案事業】

目標３：良好な住環境の整備・誘導（住環境の向上）

○児童から高齢者まで利用者の利便性や快適性の向上を図るため、公共施設整備においてはユニバーサルデザイン・景観形成にも配慮した整備を進
める。
○遊休農地など今後の開発可能性のある地域の良好な住環境形成を誘導するため、地域住民による勉強会を実施しながら地域独自のルールづくり
（地区計画等）を検討する。

■市道 片島津守１号線（片島公園前道路の整備）【道路/基幹事業】

□下水道（雨水施設工事）事業【地域創造支援事業/提案事業】
□まちづくりワークショップの開催（地域防災防犯活動支援）【まちづくり活動推進事業/提案事業】

○「地域防災防犯活動支援」について
　「防災、防犯」をテーマに、住民主体によるイベントや地域学習会（ワークショップ）を継続開催し、地域防災力、防犯力の強化を図るとともに、本地区の整備課題の把握とまちづくりについての認識を高める。

○「地域のルールづくり（地区計画）の検討」について
　都市計画道路の整備に合わせた良好な沿道景観形成を図るため、壁面後退や建築物の形態規制など、地域のルールづくりを住民との勉強会を開催しながら検討する。
　遊休農地など今後の開発可能性のある地域の良好な住環境形成を誘導するため、地域住民による勉強会を実施しながら地域独自のルールづくり（地区計画等）を検討する。

○交付期間中の計画の管理について
交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるため、市と住民が協働して、事業成果についての評価や事業の整備内容、進め方などについてワークショップ等を実施する。また、その結果については、まちづくりニュー
スを発行し随時、住民に情報公開する。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度

事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 大分市 直

Ｌ=195ｍ、Ｗ=4.0ｍ

H25 H26 H25 H26 25.0 25.0 25.0 －

大分市 直

Ｌ=230ｍ、Ｗ=4.0ｍ

H28 H28 H28 H28 29.0 29.0 29.0 －

大分市 直

Ｌ=60ｍ、Ｗ=6.0～7.0ｍ

H24 H26 H24 H26 131.1 131.1 131.1 －

大分市 直

Ｌ=330ｍ、Ｗ=5.0ｍ

H28 H28 H28 H28 33.0 33.0 33.0 －

大分市 直

L=600m、W=7.0m

H24 H27 H24 H27 81.4 81.4 81.4 －

大分市 直

L=330m、W=7.0m

H24 H28 H24 H28 54.9 54.9 54.9 －

大分市 直

L=100m、W=3.5m

H25 H27 H25 H27 5.8 5.8 5.8 －

大分市 直

L=300m、W=5.0m

H24 H28 H24 H28 59.8 59.8 59.8 －

大分市 直

５差路交差点の整備

H24 H24 H24 H24 1.0 1.0 1.0 －

大分市 直

Ｌ=210ｍ、Ｗ=2.0ｍ

H25 H29 H25 H29 4.9 4.9 4.9 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 425.9 425.9 0 0 425.9 0.0

…A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度

事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

下水道（雨水施設工事）事業 片島地区 大分市 直 L=300m H28 H29 H28 H29 109.6 109.6 109.6

大分市 直 １式 Ｈ29 Ｈ29 Ｈ29 Ｈ29 4 4 4

大分市 直 １式 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 0.5 0.5 0.5

合計

114.1 114.10 0 0 114.1

…B

合計(A+B) 540.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

大分市 国土交通省

W=18m,L=580m

○ H24 H26 1,130

合計 1,130

市道 羽田４号線

市道 羽田８号線

市道 片島５号線

市道 羽田片島２号線

市道 加納滝尾中学校線（その１）

市道 加納滝尾中学校線（その２）

市道 片島津守１号線

市道 片島２号線

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

（都）片島松岡線整備

（都）片島松岡線

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調

査

事後評価書作成委託 滝尾中部地区

まちづくり活

動推進事業

まちづくりワークショップの開催 滝尾中部地区

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造

支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地

総合整備

事業

連携生活拠点誘導施設

交付期間内事業期間

細項目

市道 片島１号線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間

市道 羽田片島１号線

交付対象事業費 540 交付限度額 216 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　滝尾中部地区（大分県大分市） 面積 140 ha 区域 大分市片島、羽田、米良の各一部

地 区 名；滝尾中部地区

区域面積；140ha

JR大分駅

大分市役所

大分県庁

JR牧駅

JR日豊本線

JR久大本線

国道10号

国道210号

国道197号

国道10号

国道210号

JR豊肥本線

JR滝尾駅

(都)片島松岡線

(都)下郡羽田線



地域防災力・防犯力向上の満足度 （　％　） 52 （23年度） → 56 （28年度）
地区内排水に対する満足度 （　％　） 42 （23年度） → 60 （28年度）

　滝尾中部地区（大分県大分市）　整備方針概要図

目標 防災、防犯のまちづくりによる、安全、安心で快適な住環境の形成
代表的な

指標

L=75m

L=150m
L=270m

L=160m
L=60m

L=150m

L=150m

L=170m

L=37m

L=64m

トイレL=160m

L=90m

L=220m L=230m

L=300m

L=110m

L=195m

L=300m

■基幹事業（道路）

滝尾中学校前道路の整備

（市道 加納滝尾中学校線）

■基幹事業（道路）

生活道路の改善

（市道 羽田片島１号線）

■基幹事業（道路）

小学校進入路の整備

（市道 羽田８号線）

■基幹事業（道路）

片島公園前道路（北側）整備

（市道 羽田片島２号線）

■基幹事業（道路）

滝尾小学校前道路の整備

（市道 加納滝尾中学校線）

■基幹事業（道路）

生活道路の整備

（市道 羽田４号線）

■基幹事業（道路）

下郡滝尾線連絡道路整備

（市道 片島５号線）

■基幹事業（道路）

５差路交差点の整備

（市道 片島２号線）

羽田東公園

滝尾公民館

■基幹事業（道路）

片島１号線の整備
（市道 片島１号線）

■基幹事業（道路）

片島公園前道路（南側）整備

（市道 片島津守１号線）

□提案事業

（まちづくり活動推進事業）

まちづくりワークショップの開催
□提案事業

（事業活用調査）

事後評価書作成委託

□提案事業

（地域創造支援事業）

下水道（雨水施設工事）事業

基幹事業

提案事業

凡 例

29年度

29年度


